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 外は秋晴れの谷間の暗がりの雨。そんな少し沈んだ雰囲気の昼休み、体育館から聞き覚

えのある懐かしい歌声が聞こえてきた。 

２年５組の「空駆ける天馬」だ。この曲

は１年生が歌うのを昔よく聴いたが、や

はり２年生の声は太さや厚みが違う。以

前聴いた時とは全く違う曲に聞こえた。

これが更に迫力を増して土曜まで、どこ

まで仕上げてくるのか楽しみで堪らない。 

 

そして夕方は突き抜けるような歌声が、同じく第１体育館から廊下の私に響いてきた。 

 初めて聴く曲。２年４組の「空～ぼくらの第２章」 

 ～空よ さびしさに凍えた夜も ひたすら『今』を歩いた日も 

 ぼくらはあなたを見上げた～ 

 この曲は 2011年の東日本大震災で被災した気仙中学校の音楽講師の方が、授業を再開し

た際に目に留まった、生徒の「みんなで歌を歌うのって、楽しいよね」という日誌の言葉

がきっかけでできた曲だ。あれからもう 15年も経つのか。そうか、君たちはあの震災を知

らない世代なんだものね。 

 作詞家の深田じゅんこ氏は講師の方の依頼を受けてから、市内を廻り生徒や教員の声を

できる限り拾い集め、ともすると良かれと思って選んだ言葉で傷つけるかもしれないとい

う恐れを持ちつつも、慎重に言葉を紡いでこの作品を仕上げた。作曲の大田桜子氏も、復

興へのメッセージ性、歌いやすい音域やリズムを意識してメロディを作った。 

 ～いくど見失おうとも 思い出が光となって 未来を照らすだろう 

              ぼくらは たどる この光の道を～ 

 この震災から立ち上がるエネルギーを多くの人たちに

与えたこの歌を、吉中の２年４組の生徒達が、今まさに

身体を揺らして歌っている。 

 歌とは声だけではない。体で表現するものなのだと思

いを強くする。私は思わず聴き入ってしまった。担任の

池上先生は「今日が本番でもよかったです‼」と笑った。 

 

 いやいやまだまだ。こんなにいい歌、ここで完成なんて勿体ないっしょ。 

 ３年生はもう仕上げの段階に入っている雰囲気だ。１年生は、時に言い合いもしながら、

指揮者の言うことを聞いて、一旦歌い始めるとこれまた元気いっぱい、それもいい。 

 

 週末はきっと雨もあがる。君たちの歌声で青空を引っ張ってきてくれ。 


